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通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、令和４年５月 16 日付「令和４年３月期決算短信」にて発表い

たしました通期連結業績予想を修正することといたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 
記 

 

１．当期の連結業績予想数値の修正（令和４年４月１日～令和５年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 19,543  735  752   363  12.70 円 

今回修正予想（Ｂ） 16,471  735  752  601  21.03 円 

増減額（Ｂ－Ａ） △3,072  0  0  238  － 

増減率（％） △15.7  0.0  0.0  65.6  － 

（ご参考）前期実績 

（令和４年３月期） 
19,235  704  713  443 15.53 円 

 

２．修正の理由 

世界的な半導体不足や上海ロックダウン等が、グローバルな自動車生産あるいはＩＴ機器・家電等に大

きな影響を及ぼしています。当社が強化してきた車載ディスプレイあるいはハイエンドスマホの受注に大

きな影響を及ぼしたことから、売上高については当初見通しを下回る見込みであります。一方、半導体製

造装置は世界的に需要拡大していることから、当社の環境住空間及びエンジニアリング部門の利益が拡大

し、精密貼合及び高機能複合材部門での利益減を補っています。親会社株主に帰属する当期純利益は、課

税率の低いセグメントでの利益が増加したことから増益となる見込みであります。 

 

 

（注）上記の業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであり、実

際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以 上 


